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私
た
ち
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
を
利
用
し
て
い
く
に
は
基
本

的
に
2
段
階
の
手
続
き
が
必
要

だ。
ま
ず
、
叩
月
以
降
に
ロ
桁
の

番
号
を
記
載
し
た
紙
の
「
通
知

カ
l
ド
」
が
各
世
帯
に
郵
送
さ

れ
る
。
世
帯
人
数
分
を
ま
と
め

て
世
帯
主
あ
て
に
簡
易
書
留
で

届
く
。
後
に
必
要
に
な
る
の
で

大
切
に
保
管
し
よ
う
。

通
知
カ
ー
ド
に
は
番
号
の
ほ

か
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

性
別
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
運
用
が
始

ま
る
2
0
1
6年
1
月
以
降
に

市
区
町
村
の
窓
口
な
ど
で
番
号

の
提
示
を
求
め
ら
れ
た
際
に
使

え
る
。2
段
階
目
が
、
来
年
1
月
以

降
に
各
市
区
町
村
が
発
行
す
る

「
個
人
番
号
(
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
)

カ
ー
ド
」
の
取
得
だ
。
市
区
町

村
の
窓
口
で
通
知
カ
ー
ド
と
引

き
換
え
に
受
白
取
る
こ
と
が
で

き
る
。

I
C
チ
ッ
プ
を
搭
載
し

て
い
る
ほ
か
顔
写
真
な
ど
も
入

る
た
め
、
通
知
カ
1
ド
と
違
い
、

税と社会保障の共通番号(マイナンバー)

が10月からいよいよ動き出す。国民向けに

12桁の番号の通知が始まり、企業の対応も

本番を迎える。制度の理解は十分に進んで

いないが、今から備えればまだ間に合う。

企
業
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
そ
の

も
の
を
使
う
「
利
用
事
務
」
で

は
な
く
、
利
用
事
務
に
付
随
し

た
「
関
係
事
務
」
を
担
う
こ
と

に
な
る
。
例
え
ば
、
ア
ル
バ
イ

ト
も
合
む
従
業
員
の
源
泉
徴
収

票
や
給
与
支
払
い
報
告
書
、
健

康
保
険
の
資
格
取
得
届
な
ど
に

番
号
を
記
載
す
る
作
業
だ
。

民
間
企
業
が
や
る
べ
き
こ
と

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
安
全
に

管
理
す
る
た
め
の
体
制
を
整
え

る
こ
と
が
ほ
ぼ
全
て
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。
具
体
的
に

す
べ
き
こ
と
は
、
特
定
個
人
情

報
保
護
委
員
会
が
昨
年
四
月
に

公
表
し
た
「
特
定
個
人
情
報
の

適
正
な
取
扱
い
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
(
事
業
者
編
)
」
に

書
い
て
あ
る
。

ま
ず
体
制
を
整
備
す
る
前
提

と
し
て
必
要
に
な
る
の
が
「
基

本
方
針
」
と
「
取
扱
規
程
」
の

作
成
。
基
本
方
針
は
法
律
を
守

っ
て
適
切
に
番
号
を
取
り
扱
う

こ
と
を
約
束
す
る
宣
言
文
の
よ

う
な
も
の
だ
。
取
扱
規
程
は
従

業
員
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
取
得

.
利
用
・
保
管
・
削
除
な
ど
の
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「
通
知
力
!
ド
」
と
「
個
人
番
号
力

I
ド」

2
段
階
の
手
続
き
必
要

身
分
証
明
書
と
し
て
使
う
こ
と

が
で
き
る
。
当
面
、
無
料
で
交

付
さ
れ
る
。

有
効
期
限
は
却
歳
以
上
は
叩

年
、
加
歳
未
満
は
5
年
。
個
人

マイナンバー制度には2種類のカードがある

-番号、住所、氏名など記載

2015年10月~
「通知カードjの配布

h 
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1. 

番
号
カ
l
ド
を
受
け
取
る
か
ど

う
か
は
個
人
の
自
由
だ
が
、
児

童
手
当
の
申
請
な
ど
行
政
手
続

き
の
際
に
そ
ろ
え
る
必
要
が
あ

っ
た
所
得
証
明
書
や
住
民
票
な

.10月5日時点の住民票の住所に郵送
→現住所と異なると受け取れず

-同封の申苧書で発行申請

.QRコードをスマホで読み取りウエブ申請も可

16年1月~
f個人番号カードJの配布

ど
の
添
付
書
類
が
不
要
に
な
っ

た
り
、
一
部
自
治
体
で
は
コ
ン

ビ
ニ
で
住
民
票
を
取
得
し
た
り

で
き
る
よ
う
に
な
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
カ
l
ド
を
受
け

-顔写真も入る。ICチップも搭載

-通知力一ド、交付通知書、本人確認
書類が必要

写真は総務省提供

取
る
に
は
い
く
つ
か
注
意
が
必

要
だ
。通
知
カ
ー
ド
は
叩
月
5
日
時

点
で
住
民
票
に
記
載
さ
れ
て
い

る
住
所
に
郵
送
さ
れ
る
た
め
、

引
っ
越
し
後
に
住
民
票
を
更
新

し
て
い
な
い
人
は
自
宅
で
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
住
民

票
の
あ
る
市
区
町
村
の
窓
口
に

取
り
に
行
く
か
、
居
住
地
の
市

区
町
村
で
再
発
行
の
手
続
き
を

す
る
必
要
が
あ
る
。
総
務
省
は

住
民
票
の
異
動
を
呼
び
か
け
て

い
る
。個
人
番
号
カ
i
ド
を
受
け
取

る
ま
で
に
紛
失
し
た
場
合
は
市

区
町
村
の
窓
口
に
申
請
す
れ
ば

再
発
行
を
受
け
ら
れ
る
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
発
行
を

希
望
す
る
場
合
は
、
通
知
カ
ー

ド
と
一
緒
に
送
ら
れ
る
申
請
書

で
の
申
請
が
必
要
だ
。
申
請
書

は
必
要
事
項
を
記
入
し
て
顔
写

真
を
貼
り
、
同
封
の
返
信
用
封

筒
で
郵
送
す
る
。
申
請
書
に
あ

る
Q
R
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
で
読
み
取
れ
ば
ウ
ェ
ブ
上

で
の
申
請
も
で
き
る
。

申
請
す
る
と
、
凶
年
1
月
以

降
に
、
発
行
の
準
備
が
で
き
た

こ
と
を
知
ら
せ
る
通
知
書
が
市

区
町
村
か
ら
届
く
。
通
知
書
と

通
知
カ
1
ド
、
本
人
確
認
書
類

を
持
っ
て
市
区
町
村
の
窓
口
に

行
げ
ば
取
得
で
き
る
。
窓
口
で

は
暗
証
番
号
も
設
定
す
る
。
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
持
っ
て

い
る
人
は
こ
の
と
き
に
返
却
す

る
こ
と
に
な
る
。

寝
た
き
り
な
ど
で
窓
口
ま
で

出
か
け
ら
れ
な
い
人
は
代
理
人

が
受
け
取
る
こ
と
も
で
き
る
。

カ
l
ド
を
取
得
し
て
か
ら
紛
失

し
た
場
合
は
再
発
行
も
受
け
ら

れ
る
が
、
手
数
料
も
必
要
に
な

る。
会
社
員
や
ア
ル
バ
イ
ト
と
し

て
働
く
人
は
勤
め
先
の
企
業
か

ら
番
号
の
提
供
も
求
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
。
企
業
は
源
泉
徴

収
票
や
支
払
調
書
に
従
業
員
の

番
号
を
記
入
す
る
必
要
が
あ
る

た
め
だ
。
今
年
叩
月
に
番
号
が

通
知
さ
れ
れ
ば
企
業
は
従
業
員

の
番
号
を
集
め
る
こ
と
が
で
き

る。
個
人
番
号
カ
l
ド
の
発
行

は
、
企
業
が
従
業
員
の
分
を
ま

と
め
て
申
請
す
る
こ
と
も
で
き

る
。
市
区
町
村
の
職
員
が
現
場

に
出
向
い
て
本
人
確
認
を
す
る

な
ど
す
れ
ば
カ
ー
ド
を
受
白
取

る
こ
と
が
で
き
る
。

番
号
通
知
、
準
備
大
詰
め

方
法
を
明
確
に
す
る
た
め
の
社

内
文
書
だ
。

そ
の
後
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

扱
う
こ
と
が
で
き
る
取
り
扱
い

担
当
者
を
指
名
す
る
。
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

業
務
端
末
も
限
定
し
、
そ
の
端

末
に
ア
ク
セ
ス
権
限
を
か
け
な

げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
は
、
端
末
を
ワ
イ
ヤ
で
机

に
固
定
し
た
り
端
末
の
周
囲
を

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
な
ど
で
囲
っ

た
り
す
る
物
理
的
な
対
応
も
求

め
て
い
る
。

こ
う
し
た
義
務
に
違
反
し
て

情
報
漏
洩
が
起
き
た
場
合
、
特

定
個
人
情
報
保
護
委
員
会
か
ら

立
ち
入
り
調
査
や
勧
告
、
是
正

命
令
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る

の
で
注
意
す
べ
き
だ
ろ
う
。

も
う
一
つ
、
企
業
が
注
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ

る
。
既
存
の
従
業
員
情
報
の
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
ひ
も
づ
け
だ
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
は
従
業
員

の
個
人
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
ひ
も
づ
け
し

，，' 
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-ハッキング防止
など

-取り扱い担当者
に対する監督

-取り扱い担当者
に対する教育

など
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-責任者の指名

-担当者の権限と
役割の明確化

-漏洩時の報告
連絡体制の整備

など

た
も
の
を
「
特
定
個
人
情
報
フ

ァ
イ
ル
」
と
定
義
し
て
い
る
。

特
定
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
の

取
り
扱
い
に
は
厳
し
い
制
限
が

か
げ
ら
れ
、
源
泉
徴
収
な
ど
「
関

係
事
務
」
以
外
で
フ
ァ
イ
ル
を

使
う
こ
と
は
原
則
と
し
て
禁
じ

ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
社
員

の
賞
罰
や
業
績
評
価
な
ど
で
フ

ァ
イ
ル
を
使
え
ば
違
反
に
な
っ

て
し
ま
う
。

グ
ル
ー
プ
会
社
間
で
の
共
有

も
要
注
意
だ
。
親
子
会
社
が
共

同
で
一
つ
の
フ
ァ
イ
ル
を
使
う

こ
と
は
、
実
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

法
で
は
認
め
ら
れ
て
な
い
。

つ
ま
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

ひ
も
づ
け
た
従
業
員
情
報
を
グ

ル
ー
プ
会
社
間
で
使
い
回
す
こ

と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

だ
。
あ
る
社
員
が
本
社
か
ら
子

会
社
に
出
向
に
な
っ
た
時
に
、

そ
の
社
員
の
個
人
情
報
と
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
セ
ッ
ト
に
し
て
子

会
社
に
提
供
す
る
こ
と
も
違
反

に
な
る
。
ど
う
し
て
も
子
会
社
に
情
報

を
移
し
た
い
場
合
は
、
社
員
自

企業に求められる対応
身
が
本
社
か
ら
子
会
社
に
情
報

を
移
す
作
業
が
で
き
る
よ
う
に

シ
ス
テ
ム
を
改
修
し
て
お
く
べ

き
だ
ろ
う
。

実
際
に
は
、
リ
ス
ク
の
あ
る

フ
ァ
イ
ル
を
H

作
っ
て
し
ま
う
H

こ
と
を
避
け
る
た
め
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
管
理
を
社
外
の
サ
!

既
存
の
従
業
員
情
報
と
ひ
も
づ
け

利
用
に
は
厳
し
い
制
限

パ
l
運
営
会
社
に
委
託
す
る
ケ

ー
ス
が
「
多
く
な
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
」
(
特
定
個
人
情
報

保
護
委
員
会
)
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
管
理
を
外

部
に
任
せ
る
こ
と
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
法
で
は
「
委
託
」
に
当

た
る
行
為
。
委
託
元
の
企
業
は
、

委
託
先
の
業
者
を
監
督
す
る
義

務
を
負
う
。

預
け
る
先
が
ク
ラ
ウ
ド
事
業

者
の
場
合
は
委
託
義
務
が
生
じ

な
い
こ
と
も
あ
る
。
基
本
的
に

ク
ラ
ウ
ド
事
業
者
は
、
サ
ー
バ

ー
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
貸
す
だ

げ
で
、
デ
ー
タ
の
内
容
を
把
握

す
る
こ
と
は
な
い
。

特
定
個
人
情
報
保
護
委
員
会

は
、
ク
ラ
ウ
ド
事
業
者
側
が
「
番

号
を
た
だ
保
管
す
る
だ
け
で
、

一
切
タ
ッ
チ
し
な
い
」
と
事
前

に
約
束
し
、
ア
ク
セ
ス
制
限
も

か
け
て
い
る
よ
う
な
場
合
は
委

託
に
は
当
た
ら
な
い
と
の
考
え

方
を
示
し
て
い
る
。

こ
こ
数
年
、
会
計
や
経
理
で

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
す

る
ベ
ン
チ
ャ
ー
や
中
小
企
業
は

増
え
て
い
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

も
管
理
の
行
き
届
い
た
ク
ラ
ウ

ド
に
預
け
て
負
担
を
軽
く
す
る

こ
と
も
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
や
中
小

に
と
っ
て
有
力
な
選
択
肢
の
一

つ
に
な
る
」
(
ベ
ン
チ
ャ
ー
専

門
の
税
理
士
)
と
い
え
る
。



与
党
が
検
討
し
て
い
る
消
費
税

率
叩
%
時
の
家
計
の
負
担
軽
減
策

と
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
活

用
す
る
案
が
出
て
い
る
。
財
務
省

が
考
え
た
個
人
番
号
カ
1
ド
を
使

っ
て
飲
食
料
品
の
購
入
額
の
2
%

を
消
費
者
に
還
付
す
る
仕
組
み

だ
。
た
だ
カ
l
ド
が
ど
れ
ほ
ど
普

及
す
る
か
は
不
透
明
で
、
別
の
方

策
を
主
張
す
る
公
明
党
な
ど
の
反

対
の
声
は
多
い
。
議
論
は
難
航
し

て
い
る
。
消
費
税
は
所
得
の
多
い
人
に
も

少
な
い
人
に
も
同
じ
税
率
が
適
用

さ
れ
る
た
め
、
所
得
が
少
な
い
人

ほ
ど
負
担
感
が
大
き
い
。
与
党
は

消
費
税
率
を
叩
%
に
上
げ
て
も
飲

食
判
明
品
な
ど
生
活
必
需
品
の
一
部

に
つ
い
て
は
消
費
者
の
負
担
感
を

抑
え
る
制
度
の
導
入
を
目
指
し
て

い
る
。制
度
案
と
し
て
財
務
省
が
考
え

た
の
が
「
日
本
型
軽
減
税
率
制

度
」
。
仕
組
み
は
こ
う
だ
。

消
費
者
は
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
酒

消費税還付に財務省が活用提案

軽
減
税
率
、
並
行
し
て
検
討

送
信
。
こ
の
と
き
、
カ
!
ド
の
I

C
チ
ッ
プ
に
入
っ
て
い
る
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
公
的
個
人
認
証

の
符
号
も
一
緒
に
セ
ン
タ
ー
に
送

る
。
セ
ン
タ
ー
で
は
符
号
ご
と
に

購
入
の
情
報
を
蓄
積
す
る
。

消
費
者
は
後
日
、
自
宅
の
パ
ソ

コ
ン
な
ど
か
ら
手
続
き
を
す
れ

ば
、
還
付
ポ
イ
ン
ト
を
現
金
化
し

て
本
人
名
義
の
口
座
へ
の
振
り
込

み
を
受
け
ら
れ
る
。
消
費
者
に
還

付
す
る
金
額
は
年
間
で
1
人
あ
た

り
4
0
0
0
円
以
上
の
上
限
を
設

け
る
方
針
だ
。

財
務
省
案
で
は
個
人
番
号
カ
ー

ド
を
買
い
物
と
還
付
手
続
き
を
す

る
専
用
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ

ト
を
利
用
す
る
際
の
2
つ
の
場
面

で
使
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
案
が

実
現
す
れ
ば
、
日
常
的
に
個
人
番

号
カ
l
ド
に
触
れ
る
こ
と
に
な
り

の
2
%
分
の
「
還
付
ポ
イ
ン
ト
」

を
も
ら
う
。

レ
ジ
な
ど
か
ら
購
入
日
時
や
総

額
な
ど
の
情
報
を
「
還
付
ポ
イ
ン

ト
蓄
積
セ
ン
タ
ー
(
仮
称
)
」
に

@ レジで欝み取り憾にマイナンバーカードをかざす

温圃薗

醒腰費

纏覇欝

財務省案はマイナンバーの普及が課題に
類
を
除
く
飲
食
料
品
を
買
う
と
き

に
、
叩
%
の
消
費
税
を
合
む
代
金

を
庖
に
支
払
う
。
そ
の
際
、
レ
ジ

に
置
か
れ
た
読
み
取
り
機
に
個
人

番
号
カ
ー
ド
を
か
ざ
し
、
支
払
額

¥ 

法
人
に
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

-. 
還付ポイント
醤積センター
(仮称)

行
政
や
企
業
を
効
率
化

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
陰
に
隠
れ

が
ち
だ
が
、
企
業
に
も
叩
月
か

ら
悶
桁
の
番
号
が
振
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
も
、
政

府
は
企
業
な
ど
の
法
人
に
番
号

を
つ
白
て
い
た
が
、
省
庁
な
ど

行
政
機
関
ご
と
に
バ
ラ
バ
ラ
の

番
号
だ
っ
た
。
こ
れ
を
統
一
し

たくさんの人が嘗加した大阪府の事業者向けマイ
ナンバー制度の脱明会 (8月、大阪市住之江区)

組一一回…一

て
、
行
政
の
効
率
化
を
図
ろ
う

と
い
う
の
が
「
企
業
版
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
(
法
人
番
号
)
」
の
最

大
の
目
的
だ
。

法
人
番
号
の
対
象
は
企
業
の

よ
う
に
設
立
登
記
さ
れ
た
法
人

や
国
の
機
関
・
地
方
自
治
体
、

税
務
署
に
何
ら
か
の
申
告
書
を

出
し
て
い
る
そ
の
他
の
団
体
な

ど
だ
。
番
号
の
通
知
書
は
叩
月

辺
日
に
国
の
機
関
や
東
京
お
区

内
の
企
業
な
ど
に
発
送
さ
れ
る

の
を
皮
切
り
に
、
日
月
初
日
ま

で
複
数
回
に
分
り
て
送
ら
れ

る。
個
人
が
対
象
の
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
と
の
最
大
の
違
い
は
、
ど
の

法
人
に
ど
の
番
号
が
つ
け
ら
れ

て
い
る
か
と
い
う
事
が
常
に
公

開
さ
れ
、
誰
で
も
自
由
に
番
号

を
使
え
る
点
だ
。
ネ
ッ
ト
上
で

検
索
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

政
府
が
開
設
予
定
の
「
法
人

経
営
層
の
関
心
、
盛
り
上
が
ら
ず

中
小
企
業
、
対
応
に
遅
れ

「
夏
か
ら
商
談
や
導
入
が
本

格
化
す
る
」
「
8
月
が
対
策
の

天
王
山
に
な
る
」
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
の
開
始
に
合
わ
せ
、

大
手
に
続
き
中
堅
・
中
小
企
業

の
対
策
が
こ
の
夏
ま
で
に
進
む

と
の
見
方
が
当
初
広
が
っ
て
い

た
。
だ
が
蓋
を
開
け
て
み
る
と
、

大
手
は
準
備
が
進
ん
だ
も
の

の
、
中
堅
・
中
小
は
遅
れ
が
目

立
っ
て
い
る
。

企
業
は
従
業
員
と
扶
養
家
族

に
割
り
振
ら
れ
た
個
人
番
号
を

「
収
集
」
し
、
源
泉
徴
収
票
な

ど
に
書
き
込
ん
で
「
使
用
」
し

た
う
え
で
、
一
定
期
間
だ
け
番

号
を
「
保
管
」
後
、
「
廃
棄
」

す
る
。
企
業
は
4
段
階
で
専
用

シ
ス
テ
ム
を
用
意
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
今
年
目
月

に
は
番
号
の
通
知
が
始
ま
る
。

も
っ
と
も
、
直
ち
に
す
べ
て

の
業
務
を
終
え
る
必
要
は
な

い
。
従
業
員
と
扶
養
家
族
の
個

人
番
号
を
「
収
集
」
し
て
個
人

確
認
書
類
と
照
合
す
る
作
業

は
、
叩
月
か
ら
必
須
に
な
る
。

来
年
1
月
1
日
以
降
に
退
職
す

る
従
業
員
の
退
職
金
払
い
や
臨

時
で
雇
っ
た
ア
ル
バ
イ
ト
の
給

与
明
細
な
ど
に
は
、
番
号
を
記

載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
方
、
従
業
員
の
源
泉
徴
収

票
に
番
号
を
記
載
し
て
役
所
に

提
出
す
る
と
い
っ
た
作
業
は
年

末
調
整
の
時
期
に
な
る
た
め
、

ポータルサイト

法
人
番
号
で
簡
単
に
名
寄
せ
し
て
、

取
引
情
報
の
一
括
管
理
が
し
や
す
い

部署1

取引先:..商事00部
所在地:千代田区大手町~~

管理コード:A1234

番
号
公
表
サ
イ
ト
」
で
検
索
す

れ
ば
、
番
号
に
対
応
す
る
法
人

の
①
名
称
②
本
庖
所
在
地
③
法

人
番
号
の
3
つ
の
基
本
情
報
を

調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
公
表

は
叩
月
お
日
か
ら
始
ま
る
。

行
政
手
続
き
で
の
活
用
は
来

年
2
0
1
6
年
1
月
に
税
の
分

野
か
ら
始
ま
る
。
例
え
ば
法
人

税
の
申
告
な
ら
、
同
年
1
月
以

降
に
ス
タ
ー
ト
す
る
事
業
年
度

か
ら
が
対
象
に
な
る
た
め
、
実

際
に
申
告
書
に
法
人
番
号
を
記

-
年
程
度
余
裕
が
あ
る
。

9
月

3
日
に
成
立
し
た
改
正
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
法
で
、
基
礎
年
金
番
号

と
の
連
結
に
つ
い
て
は
最
大
1

年
5
カ
月
延
期
す
る
こ
と
が
決

ま
っ
た
。
猶
予
期
闘
が
生
ま
れ

た
こ
と
で
「
企
業
の
緊
張
感
の

な
さ
を
助
長
す
る
」
(
野
村
総

合
研
究
所
の
嶋
本
正
社
長
)
こ

と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

対
応
遅
れ
の
要
因
と
し
て
経

営
層
の
関
心
が
盛
り
上
が
ら
な

い
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
。
日

本
情
報
経
済
社
会
推
進
協
会

(
東
京
・
港
)
な
ど
が
6
月
に

ま
と
め
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

よ
る
と
、
経
営
層
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
対
応
の
危
機
感
が
あ
る
と 部署2

取引先:(株)・・商事

所在地:東京都千代田区大手町--

管理コード:B5678

部署3

取引先:・・商事ムム支社

所在地:名古屋市中区--

管理コード:C8901

載
す
る
作
業
は
口
年
か
ら
に
な

る。
行
政
側
か
ら
み
れ
ば
、
機
関

ご
と
に
バ
ラ
バ
ラ
に
持
っ
て
い

た
企
業
の
情
報
が
法
人
番
号
で

つ
な
が
る
こ
と
に
な
る
。
例
え

ば
入
札
参
加
資
格
や
許
認
可
の

取
得
状
況
な
ど
の
状
況
確
認
が

簡
単
に
な
り
、
行
政
事
務
が
効

率
化
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

民
間
企
業
で
も
法
人
番
号
は

活
用
の
余
地
が
あ
り
そ
う
だ
。

取
引
先
情
報
で
は
、
社
内
の
部

答
え
た
企
業
の
担
当
者
は
全
体

の
却
・
6
%
に
と
ど
ま
っ
た
。

記
述
回
答
で
は
「
経
営
層
に

重
要
性
を
理
解
し
て
も
ら
え
な

い
」
「
不
明
点
が
あ
っ
て
も
相

談
相
手
が
い
な
い
」
と
い
う
声

も
あ
っ
た
。
企
業
の
担
当
者
が

経
営
層
の
無
理
解
も
あ
っ
て
、

社
内
の
協
力
を
得
に
く
い
状
態

に
置
か
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

し
か
も
、
地
域
差
も
大
き
く
、

地
方
に
拠
点
を
構
え
る
中
小
企

業
の
準
備
が
進
ん
で
い
な
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
対
策
を
巡
る
商

戦
は
そ
れ
ゆ
え
、
地
方
の
中
小

企
業
が
今
も
主
戦
場
と
な
っ
て

い
る
。N
E
C
や
大
塚
商
会
、
オ
l そ

う
だ
。
た
だ
、
財
務
省
案
に
は
反
対
意

見
も
多
い
。
ま
ず
、
個
人
番
号
カ

ー
ド
や
読
み
取
り
機
が
国
民
や
小

売
屈
に
き
ち
ん
と
行
き
渡
る
の
か

と
い
う
点
だ
。
カ
ー
ド
の
取
得
は

任
意
で
、
受
げ
取
ら
な
い
人
が
出

る
可
能
性
が
あ
る
。
読
み
取
り
機

を
小
売
店
に
普
及
さ
せ
る
た
め
に

は
最
大
で
数
百
億
円
の
財
政
負
担

が
発
生
す
る
。

財
務
省
は
読
み
取
り
機
で
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
や
住
所
、
氏
名
な
ど

の
情
報
は
読
み
取
ら
な
い
と
し
て

い
る
が
、
買
い
物
の
た
び
に
カ
ー

ド
を
か
ざ
す
の
に
抵
抗
を
感
じ
る

人
も
い
そ
う
だ
。
パ
ソ
コ
ン
を
扱

え
な
い
高
齢
者
は
コ
ン
ビ
ニ
や
郵

便
局
で
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

与
党
は
財
務
省
案
に
反
対
意
見

が
根
強
い
こ
と
を
踏
ま
え
、
生
活

必
需
品
の
一
部
の
消
費
税
率
を
低

く
抑
え
る
軽
減
税
率
制
度
も
並
行

し
て
検
討
し
て
い
く
方
針
だ
。

署
ご
と
に
名
称
や
事
業
所
を
微

妙
に
異
な
っ
た
形
で
管
理
し
て

い
る
可
能
性
も
あ
る
。
番
号
に

ひ
も
付
け
す
る
こ
と
で
、
取
引

情
報
が
会
社
ご
と
に
一
括
管
理

す
る
こ
と
も
可
能
。
業
務
の
効

率
化
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。

経
済
産
業
省
は
「
番
号
で
企

業
が
特
定
で
き
る
」
こ
と
だ
け

で
も
、
業
務
効
率
化
な
ど
を
通

じ
て
年
叩
億
円
の
経
済
効
果
が

あ
る
と
は
じ
く
。

た
だ
、
民
間
で
は
既
に
信
用

調
査
会
社
や
業
界
団
体
が
作
っ

た
企
業
コ
l
ド
が
普
及
し
、
企

業
は
既
存
の
コ
ー
ド
を
情
報
管

理
に
活
用
し
て
い
る
。
既
存
の

コ
ー
ド
と
法
人
番
号
と
を
ど
う

使
い
分
け
る
の
か
は
、
企
業
に

よ
っ
て
対
応
が
分
か
れ
そ
う

だ。
近
年
で
は
中
小
企
業
向
け
の

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
や
ア
プ
リ

な
ど
で
取
引
先
情
報
を
簡
単
に

管
理
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
民
間
の
サ
ー
ビ
ス
と
ど
の

よ
う
に
相
乗
効
果
を
生
む
の
か

も
今
後
の
課
題
に
な
る
。

ビ
ッ
グ
な
ど
I
T
(情
報
技
術
)

各
社
は
、
中
小
向
け
シ
ス
テ
ム

を
展
開
す
る
。
園
内
企
業
の
う

ち
中
小
は

ω
・
7
%
、
3
8
5

万
3
0
0
0
社
に
の
ぼ
る
。
中

小
の
制
度
対
応
に
は
数
十
万
i

数
百
万
円
の
投
資
が
必
要
と
み

ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
取
り
込

む
作
戦
だ
。
各
社
は
全
国
各
地

で
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
、
意
識
向

上
と
受
注
獲
得
を
狙
う
。

セ
コ
ム
は
横
浜
銀
行
な
ど
口

の
地
方
銀
行
と
連
携
し
、
中
小

企
業
の
制
度
対
応
を
支
援
す

る
。
各
行
か
ら
取
引
先
の
紹
介

を
受
け
、
番
号
の
収
集
・
管
理

な
ど
を
一
括
代
行
す
る
こ
と
を

目
指
す
。
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